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原発事故を受け福島県が行っている甲状腺検査のあとで、事故当時４歳の子どもが

甲状腺がんと診断されたのに専門家の委員会に報告されていなかった問題で、がん

の子どもたちを支援している民間の基金が、報告されていないケースがほかにもある

可能性があるとして報告対象の見直しを求めました。 

この問題は、原発事故のあと福島県が事故当時１８歳以下の子ども３８万人を対象に

行っている甲状腺検査のあとで、これまでの最年少となる当時４歳の子どもが福島県

立医科大学でがんと診断されていたのに、健康への影響を検証する専門家の委員

会に報告されていなかったものです。 

 

３１日は甲状腺がんの子どもの支援を行っている民間の基金、「３・１１甲状腺がん子

ども基金」が東京都内で記者会見を行い、新たに福島県の４人と東京都の２人に療

養費としてそれぞれ１０万円を支援すると発表しました。 

 

また、この中には県立医科大学で甲状腺の摘出手術を受けながら、専門家の委員会

に報告されていない当時４歳の子どもが含まれていることを明らかにしました。基金

の崎山比早子代表理事は、「検査のあと経過観察に入ってがんと診断されても報告

されない現在の仕組みは問題だ。報告されていないケースがもっとある可能性があ

る」と述べ、報告対象の見直しを求めました。 

【環境相 見直しを検討の考え示す】原発事故を受けて福島県が行っている甲状腺検

査のあと、がんと診断されたケースなどが専門家の委員会への報告対象になってい

ないことについて、検査に交付金を出している山本環境大臣は３１日の閣議後の記

者会見で、「個人情報に十分に配慮しながらの判断にはなる」としたうえで、「さまざま

な見方があると思うし、公表するか、しないかを含めてこれからぜひ検討させていた

だきたい」と述べ、報告対象の見直しを検討する考えを示しました。 

 


